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この CES 型効用関数において 2 段階の交通に消費可

能な予算制約条件下での交通サービス水準最大化問

題は以下のように定式化される．  
 

 
 
 
この問題を解いて得られた効用水準 siu を制約条件

として，都市全体の総エネルギー消費量を最小化する

コンパクト性評価モデルは以下のようになる． 
 
 
 
 ここで， siE はシナリオ S の iゾーンの都市エネルギー

消費量(kcal/人・日)， siPt は iゾーンの居住人口(人)，

isx 1 は一般財の需要量(円 /人・日)， MisCis xx 22 , はそれ

ぞれ自動車と公共交通機関によるトリップ数 (trip/人・

日)， MsCs eee 221 ,, はそれぞれ一般財，自動車・公共交

通機関のエネルギー消費原単位 (kcal/円，kcal/trip・

分)， MisCis tt 22 , はそれぞれ自動車と公共交通機関によ

る iゾーンからの平均所要時間(分)である． 
 これを解くことにより導出された消費エネルギー最小

時の一般財の需要量，交通機関別のトリップ数の需要

関数の解を以下の式に代入することにより，シナリオ S
における効用水準を維持する条件下での都市の総エ

ネルギー消費量の最小値 ),,( 221
** ∗∗∗∗∗∗= MisCisiss xxxEE を

得る． 
 
 
 
4. 実証分析 

 3.で説明した方法により効用水準，及び最小都市エ

ネルギー消費量を算出するにあたり，交通需要の予測

には JICA STRADA を用いた計算を行う．シナリオ毎

の計算のフローを図 5 に示す. 

Step-1：CES 効用関数より，効用水準を算出する． 
Step-2：コンパクト性評価モデルよりエネルギー消費量

を 最 小 化 す る 発 ゾ ー ン 別 の 交 通 機 関 別 ト リ ッ プ 数

MisCis xx 22 , と一般財の需要 isx 1 を算出する． 
Step-3： j ゾーンの都心ダミー jD と従業人口 sjZ ，ゾー

ン間の一般化費用 CijsG 2 ， MijsG 2 を説明変数とする集

計ロジットモデルを用いた目的地選択モデルによって，

交通機関別 OD 交通量を求める． 
Step-4：交通機関別 OD 交通量を自動車は利用者均

衡配分，公共交通機関は確率配分でそれぞれのネット

ワークに配分する． 
Step-5：配 分 結 果 より，一 般 化 費 用 miG2 と所 要 時 間

mit2 を更新し，再度，エネルギー最小化モデルを解く．

これらのステップを交通機関別 OD が収束するまで繰り

返す． 
 結果は発表時に示す． 
 
5. 終わりに 

 熊本県における将来のシナリオを設定してそれぞれの

コンパクト性を評価・比較したことにより，どのような都市

構造及び交通サービスにすることで，効用水準を維持

した上で都市全体のエネルギー消費量を削減すること

が可能かを分析することができた．しかし，コンパクト性

の評価にあたり，シナリオの設定方法に不十分な面が

ある等いくつか課題も残るので今後さらなる修正・改善

をした研究をしていく必要がある． 

図 5 計算のフロー 
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